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新正副議長から一言

委員会の構成等 平成２７年５月１日現在

議 会 運 営 委 員 会

総 務 文 教 常 任 委 員 会

産 業 厚 生 常 任 委 員 会

議 会 広 報 常 任 委 員 会

委 員 会 等 名 委 員 長 副委員長 委　　　　員

矢口　政一

早坂　憲明

須藤　典夫

沼澤　道也

沼澤　道也

髙橋　芳夫

高橋　浩樹

中村　忠行

須藤　典夫

髙橋　芳夫

柴田　清正

寒河江宏一

早坂　憲明

栗田　保則

高橋　浩樹

矢口　政一

沼澤　道也

髙橋　芳夫

早坂　憲明

中村　忠行

栗田　保則

中村　忠行

高橋　浩樹

最上広域市町村圏事務組合議会議員

最上地区広域連合議会議員

議 会 選 出 監 査 委 員

議 会 推 薦 農 業 委 員

柴田　清正

柴田　清正

栗田　保則

沼澤　道也（～Ｈ２９.７.１９）

矢口　政一

早坂　憲明

副議長就任にあたり

副議長

寒河江  宏 一

　こ
の
度
の
町
議
会
議
員
改
選
に
お

き
ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら
の
心
温
ま

る
ご
支
援
を
賜
り
、
再
び
町
政
の
重

責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
５
月
１
日
の
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
方
か
ら

副
議
長
へ
の
ご
推
挙
を
賜
り
、
そ
の

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
お
り
ま
す
。

　今
、
金
山
町
で
は
少
子
高
齢
化
、

教
育
、
雪
対
策
な
ど
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
地
方
創
生
元
年
の
今
年
、

知
恵
を
絞
り
、
町
民
の
負
託
に
応
え

る
議
会
の
役
割
は
一
層
重
く
な
っ
て

き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　今
後
と
も
、
議
会
の
果
た
す
べ
き

役
割
を
十
分
認
識
し
、
議
長
を
補
佐

し
て
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
め
ざ
し
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
一
層

努
め
る
と
共
に
、
町
政
発
展
に
最
善

の
努
力
を
尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
様
方
か
ら
の
よ
り
一
層
の
ご
指

導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長就任の挨拶

議　長

柴 田　清 正

　今
春
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
田
植
え

も
順
調
に
進
み
、
山
々
の
緑
も
色
の

濃
さ
を
増
し
、
金
山
の
景
色
が
一
層

美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
町
議
会
議
員
の
改
選
に
お

き
ま
し
て
は
、
皆
様
か
ら
多
く
の
ご

支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、
再
び
議
長

の
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
多
く
の
声
と
、
ご
期
待
に
応

え
る
た
め
、
決
意
を
新
た
に
、
こ
の

重
責
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　地
方
創
生
元
年
と
い
わ
れ
、
地
域

の
活
性
化
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
皆

様
が
い
き
い
き
と
笑
顔
で
、
そ
し
て
、

町
全
体
が
元
気
に
な
る
た
め
、
今
後
、

な
お
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
を
申
し

上
げ
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　５月１日に町議会５月臨時会（初議会）
を開催し、議長・副議長を指名推薦で選
任後、各委員会等人事案件が決定された
ものです。今後、議会活性化のための特
別委員会を設置する予定です。

改
選
初
議
会
開
催
（
５
月
１
日
）
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

改
選
初
議
会
開
催
（
５
月
１
日
）
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

　

改
選
に
伴
い
、
議
長
、
副
議
長
の
選
任
を
お
こ

な
い
、
い
ず
れ
も
指
名
推
薦
で
、
議
長
に
柴
田
清
正

議
員
（
再
任
）
、
副
議
長
に
寒
河
江
宏
一
議
員
（
新

任
）
を
選
任
し
た
。

●
正
副
議
長
選
任

 

平
成
２６
年
度
の
最
終
と
な
る
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１１

号
）
の
専
決
処
分
が
提
案
さ
れ
、
中
央
公
民
館
等
建
設

基
金
へ
７
千
万
円
の
積
立
や
、
町
施
設
の
維
持
管
理
を

目
的
と
す
る
資
産
活
性
基
金
へ
３
千
万
円
積
立
す
る
な

ど
総
額
１
億
円
の
補
正
予
算
を
全
員
賛
成
で
承
認
し
た
。

ま
た
、
税
法
改
正
に
よ
る
条
例
改
正
２
件
の
専
決
処
分

も
全
員
賛
成
で
承
認
し
た
。

●
中
央
公
民
館
等
の
建
設
基
金
へ
７
千
万
円
を
積
立

引き続き議会の活性化を
議会活性化特別委員会報告

　３
月
議
会
定
例
会
の
最
終
日
（
３
／
１０
）

に
、
４
年
間
に
わ
た
る
議
会
活
性
化
の
取
り

組
み
や
、
成
果
に
つ
い
て
須
藤
典
夫
委
員
長

か
ら
報
告
を
お
こ
な
っ
た
。
報
告
内
容
の
主

の
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
後
の

方
向
性
と
し
て
、
改
選
後
も
引
き
続
き
議
会

活
性
化
の
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ

と
を
全
員
一
致
し
て
決
定
し
た
。

○
平
成
２３
年
に
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　で
６１
・
８
％
が
「
議
会
改
革
は
必
要
」
と

　の
結
果
か
ら
、
特
別
委
員
会
を
合
計
３４
回

　開
催
、
議
会
報
告
会
を
延
べ
２４
会
場
で
開

　催
、
８
団
体
と
意
見
交
換
な
ど
の
取
り
組

　み
を
し
た
。

○
読
み
や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
の

　た
め
、
特
別
委
員
会
か
ら
議
会
広
報
常
任

　委
員
会
へ
改
組
し
強
化
し
た
。

○
議
会
・
議
員
活
動
の
指
針
と
し
て
「
金
山

　町
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。

町の課題を要望･アキレス訪問
　町
の
重
要
課
題
を
解
決
す

る
た
め
、
３
月
１３
日
に
議
員

と
町
長
が
県
内
選
出
国
会
議

員
を
訪
問
し
て
要
望
を
お
こ

な
っ
た
。
要
望
事
項
は
次
の

と
お
り
。

○
貸
工
場
建
設
の
た
め
の
用

　地
取
得
を
円
滑
に
す
る
た

　め
譲
渡
所
得
控
除
の
見
直

　し
○
診
療
所
４
階
の
有
効
活
用

　の
た
め
の
法
的
緩
和
措
置

　に
つ
い
て

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

　ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
建

　設
に
係
る
「
か
ね
や
ま
杉
」

　利
用
に
つ
い
て

○
豪
雪
に
係
る
費
用
の
普
通

　交
付
税
の
算
入
に
つ
い
て

○
高
速
道
路
（
「
昭
和
〜
金

　山
」

　な
ど
山
形
・
秋
田

　県
境
）
の

　早
期
事
業
化

　ま
た
、
前
日
３
月
１２
日
に

は
、
こ
の
度
、
金
山
町
に
企

業
立
地
を
決
断
さ
れ
た
ア
キ

レ
ス
㈱
伊
藤
社
長
を
は
じ
め

役
員
の
皆
様
を
表
敬
訪
問

し
、
会
社
の
概
要
、
金
山
工

場
で
製
作
す
る
製
品
の
説
明

を
受
け
る
と
と
も
に
、
進
出

の
お
礼
と
町
民
の
雇
用
を
要

望
し
た
。

！！

岸参議員事務所にて（3月13日）

アキレス㈱本社にて（3月12日）


